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断り書きを入れてもいる（p. v, 352）。 
そう、つまり本書は、学者による回想録という体裁をとったひとつの物語なのである。一旦こ
れはある種の小説なのだと思ってしまえば、むしろこれほど面白いアフリカ読み物も珍しい。ユ
ーモアあふれる筆致で綴られる、情けなくも味わい深いアフリカ体験談の数々。自らヒヒの群れ
に「仲間入りする」かたわら、学者サークルとも、最新の進化理論とも距離をとろうとする著者
一流の辛辣さ。その辛辣さの刃は、欧米の援助関係者にも容赦なく向けられる。ソマリやマサイ、
キクユといったアフリカに生きる人々も、返す刀でばっさりと切られるが、そうやって突き放し
つつ、愛情を抑えられずにいるような叙情が同時に漂うところが、本書の最大の魅力である。ヒ
ヒとヒトへの分け隔てない愛（と、分け隔てない突き放し）に彩られた全 23編は、著者ならでは
の悲劇を綴った驚きの最終章で幕を閉じる。数々のハードルにへこたれることなく、通読される
ことをおすすめしたい一冊である。 
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